
 

 

2024年 11月 11日 
株式会社ナガセ 

東進デジタルユニバーシティ 
 

【東進調査】社会人と高校生のデジタルスキルを比較 

「プログラミング的思考力」等で 
高校生が社会人を上回る 

 

東進ハイスクール・東進衛星予備校・東進デジタルユニバーシティを運営する株式会社ナガセ（本社：東京都

武蔵野市 代表取締役社長 永瀬昭幸）は、2024 年 7 月に開催した「全国統一高校生テスト」の決勝大会にお

いて「情報Ⅰ」科目を出題し、結果をもとに社会人と高校生のデジタルスキル比較調査を行いました。この結果、

特にデータ活用などの分野において、社会人の正答率よりも高校生の正答率が高いことがわかりました。 

 

１．20問中 16 問で「情報Ⅰ」世代の高校生が社会人を上回る 
 今回の調査では、2024年 6 月に実施した「全国統一デジタルスキルテスト」と 2024 年 7 月の「全国統一高校

生テスト」決勝大会の結果をもとに、企業の DX 推進・IT 開発関連部門に所属する社会人と高校生成績上位者

とのデジタルスキルの比較分析を行いました。「全国統一デジタルスキルテスト」の問題のうち、高校履修科目

である「情報Ⅰ」の学習範囲に該当する 20 問に着目し、その正答率を比較したところ、20 問中 16 問で高校生

の正答率が社会人を上回る結果となりました。 
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No. 出題分類 キーワード 出題内容
高校生の

正答率

社会人の

正答率

Q1 デザイン ブレインストーミング ブレインストーミングの概念理解 90.6% 76.0%

Q2 デザイン KJ法 KJ法の手法に対する理解 97.6% 81.6%

Q3 データ活用 グラフ解読 グラフの読み取り（推移） 99.4% 88.6%

Q4 データ活用 グラフ解読 グラフの読み取り（比較） 98.8% 82.5%

Q5 データ活用 マーケティングキャンペーン マーケティングキャンペーンの目的理解 94.1% 81.4%

Q6 データ活用 生成AIの留意点 生成AIと著作権に対する理解 76.5% 67.7%

Q7 データ活用 統計分析 統計分析（偏差値の求め方） 52.9% 23.8%

Q8 データ活用 標準偏差 統計分析（標準偏差の求め方） 91.8% 35.6%

Q9 テクノロジー フォールトトレランス フォールトトレランスの考え方に対する理解 47.1% 41.0%

Q10 テクノロジー フェイルセーフ フェイルセーフの考え方に対する理解 36.5% 35.2%

Q11 テクノロジー 関数（アルゴリズム） アルゴリズム（二分探索）の理解 62.9% 37.7%

Q12 テクノロジー JavaScript JavaScriptの概要理解 50.0% 73.7%

Q13 セキュリティ 個人情報保護法 個人情報保護法の要点理解 97.6% 96.0%

Q14 セキュリティ 個人情報保護法 個人情報保護法の内容理解 13.5% 25.3%

Q15 セキュリティ 無線LANセキュリティ 無線LANにおけるセキュリティ知識 66.5% 85.8%

Q16 デジタルトレンド 量子コンピュータ 量子コンピュータの現在 52.9% 42.5%

Q17 デジタルトレンド 自動運転 自動運転の現在 79.4% 65.1%

Q18 デジタルトレンド 生成AI 生成AIの現在 83.5% 90.7%

Q19 デジタルトレンド AR ARの概要理解 76.5% 66.3%

Q20 デジタルトレンド 炎上対策 ネット用語に関する知識 98.8% 98.5%

73.4% 64.8%平均正答率



【出題の例】アルゴリズム（二分探索）の理解 

高校生の正答率は 62.9%、社会人は 37.7%に留まり、高校生が新課程「情報Ⅰ」で培ったデータ活用やプログ

ラミング的思考の能力が、社会人に比べて高い水準にあることがわかります。 

本問では、方程式 𝑓(𝑥)= 0 を近似的に解くための二分探索の手順に関する理解度を測っています。「情報

Ⅰ」で二分探索を履修する目的は、効率的なアルゴリズムとデータ処理方法を通じて、論理的思考や問題解決

能力、プログラミングスキルを養うことにあります。企業活動においても、アルゴリズムの設計やデータ処理の

最適化などにおいて二分探索の概念は頻繁に用いられるものであり、デジタル人財にとって非常に重要な概

念です。 

プログラミング的思考力やデータ活用力といったスキルは、今後のデジタル社会で求められる基盤スキルで

す。これから社会へ羽ばたいていく高校生世代が持つこうしたスキルが、日本のデジタル競争力を加速させ、

イノベーションを生む原動力となることが期待されます。 

 

２．現役社会人世代はデジタル活用のロジック理解に課題 
一方で、今回のテスト結果は、現在の社会人が持つデジタルスキルの不足を浮き彫りにしました。社会人単

独で見ると、特にアルゴリズム（二分探索）の理解、統計分析（偏差値の求め方、標準偏差の求め方）などデジ

タル活用における各手法のロジックに対する理解において低い正答率となりました。 

 

【社会人正答率の低かった問題（上位 5問）】 

アルゴリズムのロジックやプログラミング的思考を本質的に理解している人財は少数であり、社会人の継続

的なスキル強化が課題であることがわかります。企業においても、こうしたスキルを持つ人財を育成・発掘し、

適切に配置することが今後の競争力向上につながると考えられます。 

No. 出題分類 キーワード 出題内容
高校生の

正答率

社会人の

正答率
差

Q7 データ活用 統計分析 統計分析（偏差値の求め方） 52.9% 23.8% ▲29.1%pt

Q14 セキュリティ 個人情報保護法 個人情報保護法の内容理解 13.5% 25.3% +11.8%pt

Q10 テクノロジー フェイルセーフ フェイルセーフの考え方に対する理解 36.5% 35.2% ▲1.3%pt

Q8 データ活用 標準偏差 統計分析（標準偏差の求め方） 91.8% 35.6% ▲56.2%pt

Q11 テクノロジー 関数（アルゴリズム） アルゴリズム（二分探索）の理解 62.9% 37.7% ▲25.2%pt



３．「全国統一デジタルスキルテスト」のご案内 

 

東進デジタルユニバーシティでは、2024 年 11 月に法人を対象とした統一テストの新ブランドである「全国統

一デジタルスキルテスト」を開催いたします。本テストは、経済産業省が定める「デジタルスキル標準」に準拠し、

企業のデジタルスキル向上・DX推進の強化を支援することを目的とした、全国規模のアセスメントです。 

本テストの活用で、組織全体のデジタルスキルの可視化・相対化と、潜在的な DX 推進人財の発掘・育成が

可能です。テストの受験、人財戦略プラン策定、実行のサイクルにより、連続的に人財強化を進めることができ

ます。社員の皆様のデジタルスキルの可視化と向上のために、ぜひお役立てください。 

＜全国統一デジタルスキルテスト 実施概要＞ 

◇対象者：企業に所属する全ての方（法人からのお申し込み限定です。） 

◇実施日：2024年 11月 1日（金）～2024年 11月 30日（土） 期間中のいずれか 1日 

◇テスト時間：最大 120分 

◇受験方法：CBT（Computer Based Testing）方式 

◇実施場所：全国のテストセンターまたは企業内施設 

◇参加費用：5,500円（税込）/受験者 

「全国統一デジタルスキルテスト」詳細：https://www.toshindigital.com/toitsutest/ 

 

※本調査は、2024 年 6 月に実施された「全国統一デジタルスキルテスト」の受験者のうち「DX 推進」「IT 開発・

運用」部門に所属する社会人の一部（n=526）を抽出し、2024 年 7 月に実施された「全国統一高校生テスト」の

成績上位者である決勝大会進出者(n=170)の成績と比較したものです。 

※【出題の例】の正解はｃ。図は方程式 𝑓(𝑥)= 0 を近似的に解くための二分法の手順を表しています。二分法

は、解を含む区間を徐々に狭めて解を特定する手法です。 

 

【株式会社ナガセについて】 

1976 年創立。日本最大の民間教育ネットワークを展開するナガセは「独立自尊の社会・世界に貢献する人

財」の育成に取り組んでいます。 

有名講師陣と最先端の志望校対策で東大現役合格実績日本一の「東進ハイスクール」「東進衛星予備校」、

シェア NO．１の『予習シリーズ』と最新のＡＩ学習で中学受験界をリードする「四谷大塚」、早期先取り学習で難

関大合格を実現する「東進ハイスクール中学部」「東進中学 NET」、私大総合・学校推薦型選抜（AO・推薦入試）

合格日本一の「早稲田塾」、幼児から英語で学ぶ力を育む「東進こども英語塾」、メガバンク、大手メーカー等の

多くの企業研修を担う「東進ビジネススクール」、優れた AI 人財の育成を目指す「東進デジタルユニバーシテ

ィ」、いつでもどこでもすべての小学生・中学生が最新にして最高の教育を受けられる「東進オンライン学校」、

幼児〜中学生対象の世界標準のプログラミング学習「東進 CODE MONKEY」など、幼・小・中・高・大・社会人一

貫教育体系を構築しています。 

 

【本件に関する報道関係者の方からのお問い合わせ先】 

株式会社ナガセ 広報部 担当：市村（いちむら）、海老根（えびね） 

TEL：0422-44-9001 Mail：pub@toshin.com 

https://www.toshindigital.com/toitsutest/

